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ここまで出来る歯髄・歯牙保存の最前線

　今、歯内療法・歯髄保存療法の分野では大きな技術革新が起きています。
　感染根管治療においてこれまで難治性とされ治らない原因が分からなかったような症例
も、CBCT やマイクロスコープを用いる事により感染の原因を特定し直接見て除去し、
MTAを用いて封鎖する事により治癒へ導く事が可能となってきました。
　歯髄の保存においても同様に冷水痛に悩む間接覆髄症例などもMTAを用いる事により症
状が軽減し、消失するようになりました。う蝕除去後に露髄したような直接覆髄症例であっ
ても成功率は上がり、良好な経過をたどるようになってきました。さらに自発痛や打診痛が
あり従来の基準では歯髄の保存が困難であると思われるような症例であっても歯髄の保存が
期待できるようになってきました。
　今回、私が日々どのように難治性感染根管治療や歯髄保存処置を行っているのか、実際の
臨床症例と共にその動画を交えて詳細に紹介したいと思います。
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AMED(academy of microscope enhanced dentistry)会員

（質疑応答含む）

申し込み・お問い合せ

（公社）日本歯科先端技術研究所事務局 TEL:03-5476-2004 FAX:03-5476-2006

• 氏名  • 氏名カタカナ •  e-mail  • 連絡先電話番号 

下記必要事項をご記入の上、メール（nissennken@dental.email.ne.jp）にて申し込みをお願いします。
※必要記入事項


